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大学 だよ り

東北大学大学院医学系研究科障害科学専攻

高次機能障害学分野

東北 の岡(艮 陵)仙 台からお便 りします.

小生が現在属 しているところは上に書いたものだけ

で はまだ正式 ではあ りませ ん.正 式名でいいます と,

東北大学大学院S医 学系研究科,障 害科学専攻,内 部 ・

高次機能障害講座,高 次機能障害学分野 という長 い長

い ものです.現 在大学院医学系研究科 には構成上,医

科学専攻 と障害科学専攻の二つがあ り,医 科学専攻 は

従来の医学部 の全講座 と加齢医学研究所のすべての研

究部 門が属 してい ます.障 害科学専攻は従来からあっ

た東北大学医学部附属病院鳴子分院が母体 となって,

新 しい構想の もとに設立された学科 です.平 成6年4

月か ら発足 しました、

障害科学専攻は病態運動学講座}運 動障害学講座,

内部 ・高次機能障害学講座 の3基 幹講座(大 講座)と

人体構造学(医 学部の解剖学講座),機 能回復外科学(医

学部の整形外科学講座〉の2協 力講座 からなっていま

す.基 幹講座 は2分 野ずつで構成 され,た とえば小生

のいる内部 ・高次機能障害学講座 は内部障害学分野 と

高次機能障害学分野か らなっています.

きわめて複雑 な構造 で小生 も理解す るのにしばらく

時間がかか りました.医 学系研究科 の二つの専攻の う

ち,も う一方の医科学専攻 はこの4月 か らすべて大学

院重点化構二想に よって大講座制へ移行 してゆ く予定

で,今 年はすでに基礎医学系の大学院重点化が始 まっ

てい ます,こ の結果従来親 しんで きた名前はことごと

く専 門化 されます.た とえば小生の親 しい部門で,神

経生理学 をや ってい られる第2生 理学講座 は生体機能

制御学講座(大 講座)の 生体 システム生理学分野に変

わ りま した.因 み にこの大講座 は6分 野か らなってい

ます.

大学院医学系研究科医科学専攻 は4年 課程で,従 来

通 り博士(医 学)の 学位 を得 ます.障 害科学専攻 は2

年の前期課 程 と3年 の後期課程に分かれ,4年 制大学

卒業生,つ まり非医学部卒業者に門戸 を解放 している

ところが最大の特徴です,前 期課程終了者 は修士(障

害科学),後 期課程修了者は博士(障 害科学)の 学位

を得 ます.

医学部 との関係ですが,障 害科学は大学院教育だけ

で医学部の学生講義には直接 はタッチ していませ ん.

講義で リハ ビリテーシ ョン医学 を担当 しているの と,

時 に神経内科学 の講義 を応援す るぐらいです,た だ臨

床実習 は結構ヘ ビーです.東 北大学は長年かかって医

学教育のカ リキュラムを全面的に改革 し,昨 年旧カ リ

キュラムの最後の学年が卒業 しましたので,現 在全学

生は新カ リキュラムです.こ のプログラムです と,2

年生か ら6年 生 までの学生が1次,2次,3次,4次

(高次)修 練 と,絶 え間な くやってきます.医 師系ス

タッフが少 ないので,皆 相当大変です.特 に6年 生は

1ヶ 所へ1ヶ 月配属 される とい うユニークな制度で

す.小 生の学生時代 に始まった基礎配属(あ れは3ヶ

月で した)を 臨床 まで広 げた もの と考 えていただけれ

ば良いで しょう.幸 い配属先が多いので1教 室一人か

二人なのでゆっくり教室特有の雰囲気 にひたれるよう

です.

医学部附属病院 との関係ですが,障 害科学専攻基幹

3講 座のうち,運 動障害学講座2分 野 と内部 ・高次機

能障害学講座2分 野は臨床系 に属 し,病 棟で はリハ ビ

リテーシ ョン診療科 を,中 央診療部門では中央 リハ ビ

リテーシ ョン部 を担当 しています.2講 座4分 野(つ

ま り4教 授)が この運営 に当たるわけで,少h複 雑で

す.た とえば小生は現在病院ではリハ ビリテーション

科長 を仰せつかっています.リ ハ ビリテーション科に

はベ ッドが50あ り,こ れ を4分 野で入院 させ ます.た

とえば高次機能障害学分野で は現在12名 ほどが入院 し

ています.失 語症,健 忘症,痴 呆,頭 部外傷などが中

心です.

中央 リハ ビリテーシ ョン部 には理学療法士,作 業療

法士,言 語療法士,ケ ースワーカー,臨 床心理士 など

が所属 して,入 院患者の治療に当たっています.

スタッフは現在小生の他 に助教授1,助 手3,医 員

1で す.こ れ は大学院のスタッフと病院のスタ ッフを

合 わせた ものです.

大学院学生ですが,現 在 ドクターコースに5名(う

ち1名MD),マ スターコースに8名 が在学 していま

す.ほ かに研究生が5名(う ち1名MD)お り,秘 書

を入れて27名 ほどの所帯です,パ ラメディカルな専攻

で,し か も何 か資格が取れるわけでもな く,研 究の証

としての学位 が もらえるだけですから,就 職問題 とか,

卒業後の研究者 としての コース とか,考 える と難 しい

問題が山積 しています.に もかかわらず,向 学心 の強
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い方が どんどん入 ってきて くれ,高 次機能障害の研究

に取 り組 んでいます.小 生 を除けばみんな若 く,活 気

あふれて勉強 をして くれてい ます.

研究費について も新 しいとい うことで,病 院当局,

医学 部当局 とも種々配慮 して下 さ

り,不 足感は まった くあ りません.

恵 まれた状態です.

住処の研究棟は1昨 年完成 し(医

学部4号 館 とい います),古 い建物

で暮 らしたのはわずか1年 ち ょっと

ぐらいで した.写 真がその4号 館 を

北か らみた もので,4階 が われわれ

の巣です.こ れで現在進行 している

新病棟計画が完成 します と,病 棟 も

あたらしくな り,十 分な仕事環境に

なる ア定です.

ところで こんな長い住所ではだれ

もいやにな ります.郵 便物その他は

事務 もわれわれ も 「東北大学医学部高次機能障害学分

野」で統 ・していますので,同 窓の方で関心 をお持ち

の方が もしあ りま したら,こ の宛 名でお手紙 を下 さい.

(山鳥 重 ・39年卒)
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